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Hemoglobin 様の色素がパン酵母に存在することは、 1934年に Warburg らによって観察きれ、そ
の後、 1953年に K eilinがHemoglobin と同様のものであることを確認した。このKeilin の発見以来、
Saceharomyees serevis iae,Candida utilis , Saceharomyces car lervergens is に Yeast Hemoglo-
bin が存在することを述べた報告が 2 、 3 あるが、詳しい性格は不明であった。一方酵母以外の非循
環的Hemoglobin~こついてはかなり進んだ研究があり、 Leghemoglobin ， Ascarishemoglobin, Para肝
ecium Hamoglohein などは02 1こ対して高い親和性をもつことがわかっている。
本論文では、好気的議種の多い Candida属を中心に数多くの酵母の呼吸色素を分光学的に測定し呼
吸色素と同量のHemoglobin様色素を有する二種の菌種、 Candida mycoderma及び、Candida roubsta 
を見い出し、特に前者について研究し以下に示す結果を得た。
(l)Yeast-Hemoglobin (Y -H b )の抽出精製を行い、電気泳動的及び、 Sephadex 的に単一な純品
を得、その諸性質についてしらべた。
(2)Y -H b は他の non-circulating 日b と同ーの分光学的性能を示すが、分子量は約50 ， 000で大き
く異なる。
(3)精製された Y 司 Hpは Hb選元酵素系との複合体であり、この複合体は 8M urea及ぴ SDS 中でも
解離しない。
(4)Hb 遷元酵素複合体は、プロトへム、 FAD及び非へム鉄を 1 1 1 の割合で含有している。
(5)この複合体はブェリシアン、ヴィタミン K3、チトクローム C 及びDCIP選元活性をNAD(刊HC滞
在下で示す。
(6)発光バクテリアを用いて鋭敏な微量酸素測定法を開発し、これを用いて Y-Hb の酸素平衝を研




検討した。生菌中での Y-Hbの酸素親和性は精製標品のそれと同一値を表わし、 Y Hb の存在はチ
トクロームの酸化遷元レベルに有意義な差異を与えなかった。
論文の審査結果の要旨
ヘモグロビンには高等動物の場合のように循環性酸素運搬体として作用するものと下等生物の場合
のように細胞内酸素運搬体として作用するものとがある。イースト・ヘモグロビンは後者の代表的な
ものであるが、普通の酵母では含有量が少ないために調製すらできていない。押野君は多数の酵母の
なかから多量にヘモグロビンを含有する菌種を見い出し、この色素たん白質を高純度に精製し、更に、
このイースト・ヘモグロビンのへモクゃロビン還元酵素をその分子内にもつ特異的な興味ある性質を明
かにした。
なお一般に細胞内へモク守ロビンは酸素親和性が著しく高いために酸素との結合と解離に関する性質
(酸素平衡)が全くわかっていなかった。押野君は著しく低い酸素濃度を測定する特殊な方法(生物
発光法)を考案し、これを用いて上記の精製イースト・ヘモグロビンの酸素平衝を測定した。これは
細胞内ヘモグロビンについての初めてのデーターであって、この分野の研究に貢献するところが極めて
大きい。従って本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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